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ま
ち
づ
く
り
推
進
隊

Q
&
A

ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
と
は
、
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
し
た
い
人
が
自
主
的

に
集
ま
る
、
町
を
単
位
と
す
る
会
員

制
の
組
織
で
す
。
町
民
で
あ
れ
ば
誰

で
も
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
市

か
ら
交
付
金
を
受
け
て
、
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

7

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

10
月
1
日
付
け
で
、
次
の
皆
さ
ん
が
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

　

佐
藤　

咲
子　
（
三
野
町　

新
任
）

　

川
崎　

廣
美　
（
財
田
町　

新
任
）

▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
課　

☎
73
・
3
0
0
8

日　

時

　

平
成
25
年
1
月
13
日
（
日
）

　

午
後
2
時
開
式
（
受
付
午
後
1
時
30
分
）

場　

所

　

マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

対　

象

　

平
成
4
年
4
月
2
日
〜

　

平
成
5
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人

 ・
市
内
に
住
所
が
あ
る
新
成
人
に
は
、
11
月
中
に
案
内
は

が
き
を
送
付
し
ま
す
。

 ・
市
外
在
住
の
新
成
人
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
案
内
は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課　

☎
62
・
1
1
1
3

財
田
地
区
の
新
し
い
小
学
校
名
を

募
集
し
ま
す

財
田
上
小
学
校
と
財
田
中
小
学
校
は
「
三
豊
市
立
学
校

再
編
整
備
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
財
田
町
総
合
運
動
公

園
内
に
新
校
舎
を
建
築
し
、
平
成
28
年
4
月
に
新
し
い
学

校
と
し
て
開
校
し
ま
す
。
統
合
に
向
け
た
必
要
事
項
を
協

議
す
る
「
財
田
地
区
学
校
再
編
整
備
統
合
準
備
会
・
総
務

部
会
」
で
新
し
い
校
名
に
つ
い
て
公
募
す
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。
新
し
い
校
名
は
、
募
集
し
た
候
補
か
ら
「
財

田
地
区
学
校
再
編
整
備
地
域
協
議
会
」
で
選
定
後
、
市
教

育
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

両
校
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
新
し
い
学
校
と
し
て
地
域

の
皆
さ
ん
に
末
永
く
愛
さ
れ
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
名
前
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

  

対　
　

象

　

・
市
内
在
住
者

　

・
財
田
上
小
学
校
、
財
田
中
小
学
校
ま
た
は

　
　

仲
南
西
小
学
校
の
卒
業
生

　

・
財
田
町
に
勤
務
し
て
い
る
学
校
関
係
者

  

募
集
期
間

　
　

11
月
1
日
（
木
）
〜
21
日
（
水
）（
※
必
着
）

  

応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、郵
送
・
F
A
X
・

メ
ー
ル
・
回
収
箱
に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

（
回
収
箱
設
置
場
所
：
三
豊
市
役
所
、
市
教
育
委
員

会
、
各
支
所
、
財
田
町
公
民
館
）

※
記
名
式
で
、
1
人
に
つ
き
1
点
応
募
で
き
ま
す
。（
必

　

要
事
項
が
未
記
入
の
場
合
、
無
効
と
な
り
ま
す
）

※
電
話
に
よ
る
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
応
募
用
紙
は
、
回
収
箱
設
置
場
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
総
務
課　

☎
62
・
1
1
1
0

各
町
で
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
の
設
立
に
向
け
て

準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
よ
く
受
け
る
質
問
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

問　

総
人
口
が
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
少
子
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
は
分
か
り
ま
す
。
生
産
年
齢

人
口
（
15
歳
〜
64
歳
）
の
減
少
に
つ
い
て
詳
し
く
説

明
し
て
く
だ
さ
い
。

答　

現
在
、
市
が
最
も
危
惧
し
て
い
る
の
は
、
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
で
す
。

下
の
グ
ラ
フ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
1
9
9
0

年
（
平
成
2
年
）
以
降
、

生
産
年
齢
人
口
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
1
9
8
0
年

（
昭
和
55
年
）
に
は
5
万

人
を
超
え
て
い
た
生
産

年
齢
人
口
は
、
国
立
社

会
保
障
人
口
問
題
研
究

所
の
推
計
値
に
よ
れ
ば

2
0
3
0
年
（
平
成
42

年
）
に
は
3
万
人
を
下

回
る
見
込
み
で
す
。
昭
和
の
時
代
、
少
子
高
齢
化
は

進
展
し
て
も
、
生
産
年
齢
人
口
は
減
少
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
平
成
に
入
っ
て
か
ら
は
、
少
子
高
齢

化
に
加
え
て
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
続
い
て
い
ま

す
。
生
産
年
齢
人
口
に
該
当
す
る
皆
さ
ん
は
経
済
活

動
、
地
域
活
動
の
中
心
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
大

き
く
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
経
済
面
だ
け
で
な

く
、
文
化
面
や
生
活
面
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
社

会
構
造
を
大
き
く
変
化
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
民
の
社
会
参
加
、
特
に
ヤ
ン
グ
シ
ル

バ
ー
と
呼
ば
れ
る
皆
さ
ん
の
社
会
参
加
を
促
し
、
こ

の
大
き
な
時
代
の
変
化
、
社
会
構
造
の
変
化
を
乗
り

越
え
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を

図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
各
町
で
「
ま
ち

づ
く
り
推
進
隊
」
を
設
立
し
て
い
る
理
由
の
一
つ
で

す
。

問　

ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
に
対
す
る
交
付
金
は
、
ど

の
よ
う
に
監
査
す
る
の
で
す
か
。

答　

事
業
年
度
終
了
後
、
決
算
書
な
ど
を
市
に
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
市
は
、
決
算
書
を
確
認
し
、

交
付
金
が
適
切
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
す
。
ま
た
、
活
動
を
広
く
周
知
す
る
た
め
、
決
算

書
や
事
業
報
告
書
な
ど
は
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
ま
す
。

問　

地
域
内
分
権
推
進
事
業
の
根
拠
法
令
は
何
で
す

か
。

答　

地
域
内
分
権
推
進
交
付
金
交
付
規
則
を
定
め
、

こ
の
規
則
に
従
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
に
対
し

て
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
規
則
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

地
域
内
分
権
推
進
課　

☎
73
・
3
0
1
2

0
1950 ’60 ’70 ’80 ’90 2000 ’10 ’20 2030

2

4

6
年少人口（15歳未満）（万人） 老年人口（65歳以上）生産年齢人口

「
自
分
は
大
丈
夫
」が

　
　
　
　
　

事
故
を
生
む

〜
も
う
一
度
見
直
し
ま
し
ょ
う

　
　

交
通
安
全
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
〜

　

事
故
件
数
は
1
日
に
6
件
も

皆
さ
ん
は
、
10
月
17
日
現
在
の
香
川
県
の
交
通
事
故
死

者
数
（
人
口
10
万
人
当
た
り
）
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
1
位
で

あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。（
県
内
の
人
身
事
故
発
生

件
数
は
8,
3
3
5
件
、
死
者
数
は
54
人
）

昨
年
に
比
べ
交
通
事
故
の
発
生
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
9
月
末
現
在
、
市
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故

件
数
は
人
身
・
物
損
を
含
め
、
1,
5
1
8
件
に
の
ぼ
り
、

1
日
あ
た
り
平
均
す
る
と
6
件
近
く
に
な
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
を

　

防
ぐ
に
は

事
故
の
原
因
と

し
て
最
も
多
い
の

は
「
安
全
不
確
認
」

で
1
6
0
件
と
全

体
の
3
分
の
1
を
占

め
、
運
転
操
作
不

適
、
脇
見
運
転
と
続

き
ま
す
。

交
通
事
故
の
多
く

は
、
安
全
運
転
の
基

本
を
守
る
こ
と
に
よ

り
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

三豊管内では少し気がゆる
む午後 3～ 4時の時間帯に交
通事故が多く発生する傾向が

あります。「近くまでやから」「よく知ってる道だから」
といった油断が事故を招きます。よく慣れた道だから
こそ、スピードを落とすのはもちろんのこと、シート
ベルトやチャイルドシートの着用など交通ルールを忠
実に守ってほしいです。
いつ自分に危険が降りかかってくるかはわかりませ
ん。いま一度交通ルールの大切さをしっかり確認し、
習慣づけることが大切です。

交通ルールの基本
意識を高めましょう

　

横
断
歩
道
は

　

歩
行
者
優
先

信
号
の
な
い
交
差

点
で
歩
行
者
が
立
っ

て
い
る
の
に
、
自
動

車
が
停
止
し
な
い
光

景
を
よ
く
目
に
し
ま

す
。
横
断
歩
道
や
自

転
車
横
断
帯
は
、
歩

行
者
や
自
転
車
の
通

行
が
絶
対
的
に
優
先

さ
れ
ま
す
。
横
断
歩

道
の
あ
る
所
で
は
徐

行
運
転
し
、
歩
行
者
等
が
横
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
場
合

は
必
ず
一
時
停
止
し
、
歩
行
者
等
の
安
全
を
確
保
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
歩
行
者
も
横
断
歩
道
が
あ
る
場
所
の
付
近

で
は
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

こんなとき、あなたならどうしていましたか？

三豊警察署交通課指導係長
藤田　和久さん

安全
不確認

運転操作不適脇見運転

動静不注意

漫然運転

一時不停止

信号無視 その他

34.4

17.615.5

9.9

9.7

2.4
1.7

8.8
交
通
事
故
原
因
（
%
）（9月末現在）

人口構造の推移
資料：国勢調査報告（2020年、2030年は国立社会保障人口問題研究所の推測値）

平成 25 年 三豊市成人式


